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1982年， 58巻の第 1号をお届け致します。今年も各位
のご協力を得て，本誌を一層充実したものに発展させて
行きたいと念じております。
最近，看護学基礎講座のシリーズを編集する機会があ
り，本学の学長を勤められた川喜田愛郎先生に「医学概
論」の執筆をお願いし，昨年11月に上梓されました。
川喜田先生は，昭和54年度の学士院賞受賞の栄を担わ
れた「近代医学の史的基盤」の大作を世に送られたこと
は未だ私共の記憶に新しい。今回の著書も，高い教養と
深い学識にもとづいた思想性に溢れる内容は，読む人に
様ざまの想念と感慨を呼び起すに違いないと思われる。
もとより浅学非才の私が書評などという大それた試みを
企てるつもりはないが，現役の医学生，看護学生の教育
に携わる一人として，印象を述べたい気持に駆られた次
第である。
「はじめに病人があった」と言うのが，この医学概論
の全体を貫く重要な柱と恩われる。確かにこの当然の 
statementが現在の医学の世界で， 医療， 医政， 医学
の教育と研究などさまざまの面で，私共がよくよく考え
なければならぬ基本姿勢であり，警鐘として忘れてはな
らない金言ではあるまいか。筆者の立場から，教育と研
究の点についてのことを考えたい。
現在の医学部入学志望の盛況から窺われるように，本
学医学部の学生はたしかに成績優秀の粒揃いと言えよ
う。まさに「はじめに成績ありき」で入学してきたのが
実情であろう。しかし，これも無理はあるまい。高校生
位の年代で人生に対する慎重な判断を求めることは無理
というものであろう。しかし，学生の中には何時まで経
っても成績至上主義で，競争に勝つことが人生の目標と
思い定めている者も見受けられることは気がかりな現象
である。又，最近は学卒者というー互他の学部を卒業
し，あるいは実社会の風に触れた後に，再び医学部に入
学してきた者の割合が，本学で10%以上にも及んでい
る。これらの諸君の医学部志望の motivationは一体何
なのであろうか戸
いずれにしても，いわゆる医学の実体について素人で、
あるこれら学生諸君に，われわれは専門知識の切り売り
以上に何を教授しているであろうか。
医療の限界が，この医学概論に述べられているよう
に， iわたしが患者に包帯し，神が彼を癒し給うたJと
いうことから，今日でも本質的には決定的な進歩は無い
ものとするならば，専門的知識の集合成が3 何程か医療
の上での力となり得るであろうか。たしかに医学の進歩
は目覚しい。 しかし， i今や現在の医学は生命の神秘を
ことごとく解明したJと言っては思い上りも甚だしいで
あろう。医学教育を受けたということ，あるいはある領
域の専門家であるということが，患者の生命も己れの手
中にあるという騒った意識を作りださせてはいないだろ
うか。少くとも本学の医学教育には，こう言った医学の
倫理に関する教育の配慮が充分であるとは言えない気が
してならない。
医学の急速な進歩に伴う錯覚の醸成は研究の分野でも
著しい。たとえば，最近の遺伝子工学への異常な関心と興
味は，あたかも未来の生物の生産がわれわれの意のまま
に調節される日が目前に追ったかのように日宣伝されてい
る。しかし，私はこの春本学を訪れられた， Washington 
大学の R.Fink教授の述懐を忘れることはできない。
「近頃は，免疫とか遺伝とか言った分野が生命の神秘を
すべて解き明すかのように騒がれているけれども，私に
は納得できない。どのような生物であれ，代謝エネルギ
ーの供給がなくては生命はおしまいである。私はこの分
野の研究こそ自分の一生の課題だと思っている」。
大分駄足を重ねてしまった。以上思いつくまま私の感
慨を述べた次第である。
〔編集委員長本田良行〕
